
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       期間中、各地域でさまざまな交通安全の取り組みが行なわれます。 

       主要幹線道路や地下鉄駅前などで街頭啓発を行うほか、市内大型店舗の協力に 

      より、店内放送で交通安全を呼びかけます。 

       交通安全は家庭から、地域から始まります。いまいちど交通安全について、職 

      場やご家庭で話し合ってみて下さい。 

 

 
 
 

 

 

入学式を終えると、新入学児童はひとりで登下校することになります。保護者の方は児 

童が安全に通学できるよう、家庭での指導をお願いいたします。 

ドライバーのみなさんも安全運転を心がけ、地域全体で児童を交通事故から守りましょう。 

 

 

◎ ランドセルカバーの配布 

  黄色地に通学児童のイラストが入っています。黄色いランドセルカバーは、ドライバーの目 

 につきやすく、また保護者や地域の住民に対しても交通安全意識を高めることができ、大変効 

 果的です。 

 

◎ 黄色いワッペンの配布 

  保険会社等から寄付を受けて配布しています。１年間の交通事故傷害保険がついていて、 

登下校中に交通事故に遭った場合に一定の保障がされます。 

 

◎ 交通安全小冊子「まもろうね一年生」の配布 

  交通ルールについて、かわいいイラストと共にわかりやすく書かれています。 

ご家庭で一緒に読んでいただいて、交通安全について理解を深めてもらっています。 

 
 
 
 
 

札幌市の交通安全 http://www.city.sapporo.jp/kotsuanzen/ 

～ 運動の重点事項 ～ 

★ 子どもの交通事故防止 
★ スピードの出し過ぎによる交通事故防止 
★ シートベルト・チャイルドシート着用の徹底 



 
 

 

 

  春になると、自転車事故が多発します。 

  昨年、札幌市で自転車乗車中に死傷した人の数は 2,176 人で、そのうち４月～６月に死傷した人の数 

は 651 人と、全体の 30％にものぼります。 

  自転車は便利な乗り物ですが、注意を欠いたりルールを守らないと思わぬ事故につながります。 

  いまいちど、自転車の交通ルールや安全な利用方法について、見直してみましょう。 

 

 

 ★ 自転車は道路交通法上では、車両の仲間「軽車両」です 

   自転車利用中に交通事故を起こし、歩行者に危害を加えた場合、刑事責任や民事責任と 

いった社会的責任が問われることもあります。 

 

 

 ★ 危険な運転はやめましょう 

二人乗りはもちろんのこと、無灯火、傘差し運転や携帯電話を使用しながらの走行は大 

変危険です。 

また、自転車でも飲酒運転は禁止されています。軽い飲酒でも、アルコールの影響で重 

大事故につながります。絶対にやめましょう。 

 

 ★ 自転車に乗る前に安全点検をしましょう 

   ブレーキはかかるか、ライトは点灯するか、反射器の汚損等きちんと点検しましょう。 

 

 

 

 

 

      夜間の交通事故防止には、ドライバーに自分の存在をアピールすることが重要です。 

   

 

 

 

 

前照灯を点灯することはもちろんですが、自転車

の発見を容易にするため、スポークリフレクター

や、LED ライト（前・後）の装着が効果的です。 

 さらに、腕や足に夜光反射リストバンドを巻きつ

ければ、アピールは完璧でしょう。 

 

各区比較表
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平 成 1 7 年 　 自 転 車 事 故 死 傷 者 数

区 名 死 者 数 傷 者 数
中 央 区 1 4 3 2

北 区 0 2 7 7
東 区 0 3 4 1

白 石 区 2 2 1 7
厚 別 区 1 1 3 9
豊 平 区 0 2 3 2
清 田 区 0 9 6

南 区 0 8 0
西 区 1 2 3 6

手 稲 区 0 1 2 1
合 計 5 2 , 1 7 1
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